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っ
た
の
だ
。

「
も
う
Ｆ
Ｏ
Ｘ
ニ
ュ
ー
ス
は
観
て
い
な

い
。
観
る
な
ら
Ｎ
ｅ
ｗ
ｓ
ｍ
ａ
ｘ
（
ニ
ュ

ー
ス
マ
ッ
ク
ス
）
だ
」

　

ニ
ュ
ー
ス
マ
ッ
ク
ス
テ
レ
ビ
は
、
ジ
ャ

ー
ナ
リ
ス
ト
で
あ
る
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
・

ラ
デ
ィ
氏
に
よ
っ
て
２
０
１
４
年
に
設
立

さ
れ
た
極
右
の
新
興
メ
デ
ィ
ア
で
あ
る
。

ト
ラ
ン
プ
氏
の
「
御
用
メ
デ
ィ
ア
」
で
あ

っ
た
保
守
系
の
Ｆ
Ｏ
Ｘ
ニ
ュ
ー
ス
は
、
20

年
の
大
統
領
選
挙
で
バ
イ
デ
ン
前
副
大
統

領
（
当
時
）
の
勝
利
確
定
を
報
道
し
、
ト

ラ
ン
プ
氏
を
怒
ら
せ
た
。
Ｆ
Ｏ
Ｘ
の
選
挙

分
析
は
正
確
で
あ
っ
た
が
、
中
で
も
西
部

ア
リ
ゾ
ナ
州
で
の
バ
イ
デ
ン
勝
利
の
予
想

は
、特
に
彼
を
激
怒
さ
せ
た
と
言
わ
れ
る
。

そ
こ
に
ラ
デ
ィ
氏
は
、 

Ｍ
Ａ
Ｇ
Ａ
運
動
を

支
持
す
る
視
聴
者
を
奪
う
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ

ン
ス
が
あ
る
と
み
て
、
選
挙
が
「
盗
ま
れ

POLITICS

の
年
次
大
会
に
参
加
し
、Ｍ
Ａ
Ｇ
Ａ
（M

a 
ke A

m
erica Great A

gain

：
米
国
を

再
び
偉
大
に
す
る
）
運
動
を
支
持
す
る
ト

ラ
ン
プ
支
持
者
を
対
象
に
、
会
場
で
ヒ
ア

リ
ン
グ
調
査
を
実
施
し
た
。
そ
の
目
的
の

一
つ
は
、「
ト
ラ
ン
プ
１
・
０
」
の
と
き

の
Ｍ
Ａ
Ｇ
Ａ
た
ち
と
、「
ト
ラ
ン
プ
２
・０
」

の
彼
ら
が
、
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
い
る

の
か
を
知
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

Ｃ
Ｐ
Ａ
Ｃ
の
大
会
で
、
筆
者
は
シ
カ
ゴ

か
ら
妻
を
同
伴
し
て
参
加
し
た
ト
ム
・
フ

ァ
イ
フ
ァ
ー
氏
と
出
会
い
、
昼
食
を
取
る

な
ど
行
動
を
共
に
し
た
。
60
代
以
上
の
白

人
男
性
で
、
中
東
で
ビ
ジ
ネ
ス
を
行
っ
た

経
験
が
あ
る
フ
ァ
イ
フ
ァ
ー
氏
が
こ
う
語

者
は
２
月
下
旬
、
南
部

メ
リ
ー
ラ
ン
ド
州
で
開

催
さ
れ
た
保
守
政
治
行

動
会
議
（
Ｃ
Ｐ
Ａ
Ｃ
）

筆

海野素央
Motoo Unno

明治大学政治経済学部 教授

心理学博士。専門は異文化間コミュニ
ケーション論、異文化マネジメント論。
2008年と12年米大統領選挙で研究の
一環としてオバマ陣営にボランティア
の草の根運動員として参加。著書に『オ
バマ再選の内幕』（同友館）など。

「CPAC2025」で、著者が出会ったMAGAたち

Ｍ
Ａ
Ｇ
Ａ
と
非
Ｍ
Ａ
Ｇ
Ａ
が
大
激
突
！

米
国
社
会
の
新
た
な
分
断

WEDGE

OPINION

２
回
目
の
ト
ラ
ン
プ
政
権
下
の
首
都
ワ
シ
ン
ト
ン
に
現
地
入
り
し
て
見
え
て
き
た
の
は
分
断
の
深
刻
化
だ
。

Ｍ
Ａ
Ｇ
Ａ
化
す
る
米
国
に
、日
本
は
ど
う
向
き
合
う
べ
き
な
の
か
？

M
O

TO
O U

N
N

O
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MASATAK A NAMAZU

Wedge Special Report

山田清機、水代 優、
編集部（野口千里、友森敏雄、横上菜月、大城慶吾）
写真・生津勝隆、井上智幸、岡村啓嗣
イラストレーション・マグマ ジャイアンツ

いよいよ開幕する「大阪・関西万博2025」。
大阪での万博の開催は、1970年以来、実に55年ぶりとなる。

この間、東京一極集中が続き、日本の停滞とともに勢いが失われていった。
そんな大阪を盛り上げようとする「熱気」や「動き」がいま、まちのあちこちで生まれている。

支えているのは、大阪独自の〝民の力〟やそれらを受け入れる〝自由さ〟だ。
大阪の隆盛に奮闘している人々の想いから、

日本の第二都市であり、自由都市であるこれからの大阪のあり方を考えたい。

大
阪

自由都市を支える〝民の力〟

や
っ
ぱ
好
き
や
ね
ん
！
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〝
な
ん
で
も
あ
り
〟が
最
大
の
魅
力
！

阪
大
名
誉
教
授
の
私
的
・
大
阪
論

大
阪
生
ま
れ
、東
京
育
ち
の
吉
森
保
さ
ん
は
東
京
と
大
阪
弁
の「
バ
イ
リ
ン
ガ
ル
」。

そ
ん
な
吉
森
さ
ん
が
語
る
大
阪
論
の
本
質
は
研
究
の
世
界
に
も
つ
な
が
っ
て
い
た
。

文
・
編
集
部（
大
城
慶
吾
）　
写
真
・
生
津
勝
隆

INTERVIEW 1

1958年大阪府生まれ。大阪大学理学部
生物学科卒業後、同大学医学研究科中
退。ドイツ留学ののち、96年大隅良典
先生が国立基礎生物学研究所にラボを
立ち上げた時に助教授として参加。そ
の後、大阪大学医学系研究科教授など
を歴任。

吉森 保 Tamotsu Yoshimori

大阪大学名誉教授
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特集  やっぱ好きやねん！大阪  自由都市を支える〝民の力〟

まちの魅力は夜にある
大阪発・ナイトタイムエコノミー
大阪の魅力は言葉に表すには難しい、その雰囲気にある。
ナイトタイムエコノミーの発展でその文化は伝わっていくのか。
文・編集部（野口千里）　写真・生津勝隆

阪
に
滞
在
し
て
い
る

と
、
知
り
合
い
同
士
の

よ
う
な
雰
囲
気
に
包
ま

れ
る
こ
と
が
あ
る
。

「
席
詰
め
た
る
か
ら
、
こ
っ
ち
座
り
や
」

「
寒
い
や
ろ
う
か
ら
、
カ
イ
ロ
使
っ
て
」

　

取
材
中
、
小
誌
記
者
が
ま
ち
の
人
た
ち

に
か
け
ら
れ
た
言
葉
だ
。

大

　

こ
の
大
阪
の
持
つ
雰
囲
気
は
い
っ
た
い

何
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
京
阪
神
で
広
く
販

売
さ
れ
る
、
主
に
飲
食
店
の
情
報
を
集
め

た
『M

eets Regional

』（
京
阪
神
エ
ル

マ
ガ
ジ
ン
社
）
は
、
そ
の
よ
う
な
大
阪
の

雰
囲
気
を
詰
め
込
ん
だ
よ
う
な
雑
誌
だ
。

　

六
代
目
編
集
長
を
務
め
る
松
尾
修
平
さ

ん
（
46
歳
）
は
、
週
に
５
日
以
上
ま
ち
に

出
歩
き
、
飲
食
店
の
店
主
や
そ
こ
に
集
う

人
た
ち
と
の
交
流
を
欠
か
さ
な
い
。

「
か
つ
て
、
中
央
区
博
労
町
に
会
社
の
拠

点
が
あ
っ
た
と
き
、
雑
誌
で
隣
町
の
南
船

場
の
魅
力
を
取
り
上
げ
て
ま
ち
が
盛
り
上

が
っ
た
経
験
が
あ
り
ま
す
。
以
来
、
取
材

以
外
で
も
ま
ち
に
出
て
、
実
際
の
雰
囲
気

を
知
る
こ
と
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
」

　

常
に
大
阪
の
ま
ち
と
関
わ
り
続
け
る
松

尾
さ
ん
は
、
そ
の
雰
囲
気
に
つ
い
て
ど
の

よ
う
に
思
っ
て
い
る
の
か
。

「
大
阪
人
の
独
特
の
距
離
感
か
ら
く
る
こ

の
雰
囲
気
は
、
大
阪
な
ら
で
は
の
も
の
だ

と
思
い
ま
す
。
知
ら
な
い
人
で
も
、
息
子

の
よ
う
に
接
し
て
く
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

大
阪
の
面
白
さ
は
、
ま
ち
の
人
た
ち
が
つ

く
り
あ
げ
て
い
る
と
思
い
ま
す
」

　

松
尾
さ
ん
の
写
真
を
撮
影
し
た
中
央
区

日
本
橋
に
あ
る
鉄
板
焼
き
酒
場
「
鉄
板
野

ナイトタイムエコノミー

REPORT 1

「鉄板野郎！」で乾杯する『Meets Regional』編集長の松尾さん
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阪
を
味
わ
い
尽
く
そ
う

と
思
っ
た
ら
、「
笑
い
」

の
要
素
は
外
せ
な
い
。

　
実
は
、
食
い
倒
れ
の

街
大
阪
を
代
表
す
る
飲
食
店
街
・
道
頓
堀

に
は
、
か
つ
て
浪
花
座
、
中
座
、
角
座
、

朝
日
座
、
弁
天
座
と
い
う
五
つ
の
芝
居
小

屋
が
軒
を
連
ね
、「
道
頓
堀
五
座
」と
も「
五

座
の
櫓
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
た
。
道
頓
堀

は
江
戸
の
昔
か
ら
昭
和
の
末
ま
で
、
芝
居

の
街
、
演
芸
の
街
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
残
念
な
が
ら
五
座
は
閉
館
さ
れ
て
し
ま

っ
た
が
、
グ
リ
コ
の
看
板
で
有
名
な
戎
橋

の
す
ぐ
近
く
、
心
斎
橋
筋
と
御
堂
筋
の
真

ん
中
あ
た
り
に
歌
舞
伎
や
松
竹
新
喜
劇
の

公
演
が
行
わ
れ
る
大
阪
松
竹
座
が
あ
っ

て
、
芝
居
の
街
の
面
目
を
保
っ
て
い
る
。

　
松
竹
新
喜
劇
？

　
首
を
か
し
げ
た
読
者
が
多
い
か
も
し
れ

な
い
が
、
筆
者
は
縁
あ
っ
て
以
前
か
ら
こ

の
劇
団
を
知
っ
て
い
た
。
そ
し
て
い
ま
、

松
竹
新
喜
劇
を
核
に
、
大
阪
の
笑
い
の
潮

目
が
変
わ
り
つ
つ
あ
る
と
い
う
予
感
を
抱

い
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
松
竹
新
喜
劇
の
ベ
テ
ラ
ン
俳
優
、
曽そ

我が

廼の

家や

寛
太
郎
さ
ん
（
66
歳
）
の
芝
居
を
見

た
の
は
、か
れ
こ
れ
20
年
以
上
前
の
こ
と
。

大

「見てよかった」と思える〝読後感〟
松竹新喜劇の笑いの源泉
テレビで簡単に楽しむこともできる大阪の「笑い」もあるが、
舞台でしか味わうことのできない濃厚な感情表現が生み出す「笑い」がある。
文・山田清機　 写真・生津勝隆、井上智幸

令和6年、松竹新喜劇に入団した3人。大阪松竹座正面入り口にて撮影

泣き笑い

REPORT 3

MASATAK A NAMAZU
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類
の
進
歩
と
調
和
」
と

は
、
１
９
７
０
年
に
大

阪
で
開
催
さ
れ
た
「
日

本
万
国
博
覧
会
」（
70

年
万
博
）
の
テ
ー
マ
で
あ
る
。
あ
れ
か
ら

55
年
。
い
よ
い
よ
、
４
月
13
日
か
ら
「
２

０
２
５
年
日
本
国
際
博
覧
会
（
大
阪
・
関

西
万
博
＝
25
年
万
博
）」
が
開
幕
す
る
。

　

本
稿
執
筆
時
点
（
４
月
３
日
）
は
開
幕

前
に
あ
た
る
が
、
こ
れ
ま
で
に
25
年
万
博

を
巡
っ
て
は
、
会
場
建
設
の
遅
れ
や
軟
弱

地
盤
の
問
題
、
チ
ケ
ッ
ト
販
売
の
不
振
な

ど
、
様
々
な
課
題
が
報
道
さ
れ
て
き
た
。

　

こ
う
し
た
報
道
は
今
回
だ
け
に
限
ら
な

い
。
05
年
に
開
催
さ
れ
た
愛
知
万
博
で
も

同
様
で
あ
っ
た
こ
と
を
記
憶
し
て
い
る
読

者
が
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
愛

知
万
博
は
ふ
た
を
開
け
て
み
れ
ば
目
標
の

１
５
０
０
万
人
を
上
回
る
約
２
２
０
０
万

人
が
来
場
し
、
大
成
功
を
収
め
た
。

　

25
年
万
博
の
予
想
来
場
者
数
は
約
２
８

０
０
万
人
、
結
果
は
神
の
み
ぞ
知
る
だ
。

　

た
だ
、
誘
致
決
定
時
か
ら
会
場
建
設
費

は
膨
ら
み
続
け
、
当
初
予
定
の
約
２
倍
に

あ
た
る
最
大
２
３
５
０
億
円
と
な
っ
た
。

国
、
大
阪
府
・
市
、
民
間
企
業
が
そ
れ
ぞ

れ
３
分
の
１
を
負
担
す
る
と
し
て
お
り
、

「「
人

1970年万博×ＳＦ作家
小松左京が現代に生きていたら
開幕までに様々な困難があった大阪・関西万博。
1970年万博にかかわった小松左京が現代に生きていたら我々に何を伝えるだろうか。
文・編集部（大城慶吾）

OPINION

入場者数約6400万人を誇った1970年の「日本万国博覧会」。アジアで初めて開催された国際博覧会だった
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年
９
月
に
先
行
ま
ち
び

ら
き
し
た
「
グ
ラ
ン
グ

リ
ー
ン
大
阪
」
は
Ｊ
Ｒ

大
阪
駅
北
側
の
う
め
き

た
エ
リ
ア
に
位
置
し
︑
公
園
︑
レ
ス
ト
ラ

ン
︑
商
業
施
設
︑
ホ
テ
ル
な
ど
が
集
ま
る

新
名
所
だ
︒
大
阪
を
拠
点
と
す
る
都
市
デ

ザ
イ
ン
事
務
所
ハ
ー
ト
ビ
ー
ト
プ
ラ
ン
代

表
の
泉
英
明
さ
ん
︵
53
歳
︶
は
︑「
水
都

大
阪
」
の
事
業
推
進
や
︑
タ
ク
シ
ー
プ
ー

ル
だ
っ
た
な
ん
ば
駅
前
を
地
元
の
人
た
ち

と
一
緒
に
歩
行
者
天
国
の
広
場
と
し
て
整

備
し
て
き
た
︒
大
林
組
大
阪
本
店
建
築
事

業
部
の
村
上
尚
さ
ん
︵
44
歳
︶
は
グ
ラ
ン

グ
リ
ー
ン
大
阪
の
コ
ン
セ
プ
ト
づ
く
り
の

段
階
か
ら
携
わ
っ
て
き
た
︒
グ
ッ
ド
モ
ー

ニ
ン
グ
ス
代
表
取
締
役
の
水
代
優
さ
ん

︵
46
歳
︶
は
グ
ラ
ン
グ
リ
ー
ン
大
阪
で
行

わ
れ
る
様
々
な
交
流
会
や
イ
ベ
ン
ト
な

ど
︑
ソ
フ
ト
面
を
充
実
さ
せ
る
︒
３
人
が

考
え
る
ま
ち
づ
く
り
と
は
？

編
集
部
︵
以
下
︑
│
︶
泉
さ
ん
と
村
上

さ
ん
は
︑
環
境
工
学
や
都
市
工
学
専
攻
で

同
じ
大
阪
大
学︵
大
学
院
︶出
身
で
す
ね
︒

泉
　
私
は
東
京
出
身
な
の
で
す
が
、
当
時

「
環
境
工
学
」
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
学

昨

「豊かな日常」と「居場所」がカギ
プロが語るまちづくりの要諦
誰にとっても「居場所」となる空間をどうつくるのか？  「キタ」と「ミナミ」の
大変革にたずさわった３人のまちづくりのプロに、その要諦について聞いた。
文／写真・編集部（大城慶吾、友森敏雄）

グラングリーン大阪の芝
生広場。後ろに見える「大
屋根」はイベントスペー
スになる。取材日は日曜
日。朝から家族連れなど
多くの人で賑わっていた

DISCUSSION
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1941年生まれ。独学で建築を学び
69年に『安藤忠雄建築研究所』を
設立。コンクリートと巧みな自然
の扱いを特色とする建築で国内外
で高い評価を得る。97年より東京
大学教授、現在、名誉教授。

安藤忠雄 Tadao Ando

建築家

INTERVIEW 5

安藤忠雄 大いに語る
大阪を、日本を再び元気に！
大阪市中央公会堂、中之島図書館、そして、こども本の森 中之島─。

〝民がつくる街〟のスピリットを引き継ぐ大阪人・安藤忠雄さんに想いを聞いた。
文・編集部（野口千里）　写真・岡村啓嗣 
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次期首相のフリードリヒ・メルツ氏。憲法を改正し、防衛支出を大幅に引き上げる財政政策の大転換に踏み切った

「
私

は
、
息
子
を
絶
対
に
戦
場
に

は
行
か
せ
な
い
。
も
し
も
私

の
長
男
が
強
制
的
に
軍
隊
に

行
か
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
ら
、
長
男
を

外
国
へ
逃
が
す
。
す
で
に
そ
の
た
め
の
準

備
も
始
め
て
い
る
」

　

今
年
１
月
、
長
年
の
友
人
Ｖ
氏
（
ド
イ

WEDGE  REPORT

ドイツに迫る軍靴の響き
日本だって「傍観」できない
ウクライナの戦争が西欧にも飛び火することへの不安感が強まるドイツ。
「我が子が軍隊にとられる」ことに、拒否の反応を示す市民も当然いる。

熊谷 徹   Toru Kumagai

ドイツ在住ジャーナリスト

ツ
人
）
と
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
市
内
の
レ
ス
ト
ラ

ン
で
夕
食
を
取
っ
て
い
た
際
、
Ｖ
氏
は
真

剣
な
表
情
で
こ
う
語
っ
た
。

　

Ｖ
氏
が
将
来
当
局
に
訴
追
さ
れ
な
い
よ

う
に
、
彼
の
計
画
の
詳
細
を
記
す
こ
と
は

避
け
る
。だ
が
そ
の
内
容
は
周
到
で
あ
り
、

「
成
功
す
る
だ
ろ
う
」
と
思
わ
れ
る
ほ
ど

よ
く
考
え
ら
れ
て
い
た
。

　

筆
者
が
在
住
す
る
ド
イ
ツ
で
は
今
、
兵

役
義
務
は
最
も
議
論
さ
れ
て
い
る
テ
ー
マ

の
一
つ
で
あ
り
、
万
一
に
備
え
て
、
子
ど

も
が
戦
場
に
送
ら
れ
な
い
よ
う
に
す
る
手

立
て
を
整
え
つ
つ
あ
る
人
々
が
い
る
。

　

27
歳
の
ド
イ
ツ
人
の
ポ
ッ
ド
キ
ャ
ス
タ

ー
、
オ
レ
・
ニ
ュ
メ
ー
ン
氏
は
今
年
『
私

は
な
ぜ
祖
国
の
た
め
に
戦
わ
な
い
の
か
』

と
い
う
本
を
上
梓
し
、「
私
は
死
に
た
く

な
い
。
こ
の
国
の
た
め
に
命
を
落
と
す
の

は
、
ご
め
ん
だ
。
戦
闘
で
死
ぬ
よ
り
は
、

他
の
国
に
支
配
さ
れ
て
生
き
延
び
た
方
が

い
い
」
と
主
張
し
て
い
る
。

　

兵
役
義
務
を
め
ぐ
る
議
論
が
起
き
て
い

る
背
景
に
は
、
欧
州
の
地
政
学
的
状
況
の

急
激
な
悪
化
が
あ
る
。
ド
イ
ツ
政
府
は
２

０
１
１
年
に
「
ソ
連
崩
壊
後
は
、
ド
イ
ツ

が
攻
撃
さ
れ
る
危
険
は
減
っ
た
」と
し
て
、

兵
役
義
務
を
停
止
し
た
。

PICTURE ALLIAN
CE/GETTYIM
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注
目
し
た
の
は
経
済
成
長
率
だ
っ
た
が
、

イ
ン
フ
レ
率
と
い
う
変
数
で
見
た
と
き

に
、
日
本
は
今
も
な
お
異
常
値
だ
。

　

と
こ
ろ
が
、
２
０
２
２
年
以
降
、
少
し

様
子
が
変
わ
っ
て
き
た
。
海
外
発
の
イ
ン

フ
レ
に
よ
り
日
本
の
物
価
が
上
昇
し
、
賃

金
も
上
昇
し
始
め
て
い
る
の
だ
。

　

春
闘
で
の
賃
上
げ
率
は
、
23
年
以
降
、

高
水
準
が
続
い
て
い
る
。
１
年
目
は
３
・

58
％
、
２
年
目
は
５
・
１
％
、
３
年
目
の

今
年
は
５
・
４
％
（
第
２
回
回
答
集
計
時

点
）
だ
。
物
価
の
上
昇
に
合
わ
せ
、
賃
金

も
上
昇
す
る
と
い
う
認
識
が
よ
う
や
く
社

会
に
定
着
し
て
き
た
。

　

今
年
の
春
闘
で
は
中
小
企
業
も
健
闘
し

て
い
る
。
賃
上
げ
率
は
４
・
92
％
（
同
前
）

と
、
昨
年
の
同
時
期
の
集
計
（
４
・５
％
）

か
ら
伸
び
て
い
る
。
と
は
い
え
、
大
企
業

に
比
べ
れ
ば
見
劣
り
す
る
も
の
で
、
春
闘

ECONOMY

だ
」

　

１
９
６
０
年
代
に
活
躍
し
、
ノ
ー
ベ
ル

経
済
学
賞
を
受
賞
し
た
経
済
学
者
の
サ
イ

モ
ン
・
ク
ズ
ネ
ッ
ツ
（
＝
故
人
）
は
か
つ

て
こ
の
よ
う
に
発
言
し
た
。
日
本
と
ア
ル

ゼ
ン
チ
ン
の
経
済
成
長
率
は
「
異
常
値
」

と
い
う
意
味
だ
。
高
度
経
済
成
長
期
の
日

本
の
成
長
率
は
他
国
と
比
べ
て
異
常
に
高

か
っ
た
が
、
低
成
長
に
喘
ぐ
現
在
の
日
本

は
別
な
意
味
で
「
異
常
な
国
」
だ
。

　

過
去
30
年
間
に
お
け
る
約
２
０
０
カ
国

の
物
価
上
昇
率
（
イ
ン
フ
レ
率
）
を
比
較

す
る
と
、
日
本
は
長
い
間
ほ
ぼ
最
下
位
に

位
置
し
て
お
り
、
世
界
か
ら
取
り
残
さ
れ

る
状
態
が
続
い
て
い
る
。
ク
ズ
ネ
ッ
ツ
が

界
に
は
４
種
類
の
国
々

が
あ
る
。
先
進
国
と
発

展
途
上
国
、
そ
し
て
日

本
と
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン

「
世

渡辺 努
Tsutomu Watanabe

ナウキャスト 創業者・取締役

東京大学名誉教授。1982年東京大学経
済学部卒業、日本銀行入行。92年米ハ
ーバード大学経済学博士。2011年から
東京大学大学院経済学研究科で教授を
務め25年に退官。15年に経済統計を
リアルタイムで提供するベンチャー企
業「ナウキャスト」を設立。近著に『物
価を考える デフレの謎、インフレの
謎』（日本経済新聞出版）。

賃上げの持続性に疑念を抱く人はまだまだいる。日本は「異常な国」から脱却できるか

イ
ン
フ
レ
で
増
え
る
日
本
の
税
収

タ
ブ
ー
な
き〝
使
い
方
〞の
議
論
を

WEDGE

OPINION

TO
M

O
H

IR
O O

H
S

U
M

I/G
ET

T
YIM

A
G

ES

春
闘
で
は
３
年
連
続
で
高
水
準
の
賃
上
げ
が
続
い
て
お
り
、賃
金
と
物
価
の
好
循
環
ま
で
も
う
一
歩
と
い
う
局
面
だ
。

「
普
通
の
国
の
経
済
」へ
移
行
す
る
た
め
に
、イ
ン
フ
レ
税
の
有
効
活
用
と
企
業
経
営
者
の
意
識
変
革
が
必
要
だ
。
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